
 
   ７月３０日に，鳴門教育大学大学院から村川雅弘教授をお迎えし，授業研究に係る実践研修を

行いました。この研修は，各校の校内授業研究を推進している方々が受講されている全４日間の

研修です。 

 当日の前半は，村川教授から他都市の取組を伺い，その実践に学びました。後半は，「指導案

拡大法」「マトリクス法」「概念化シート」のいずれかの方法を実際に体験し，自校での活用の

視点を検討し合いました。 

  ワークショップ型研修の方法は，様々あります。この村川教授の講義を通じて，各校が校内授

業研究の内容や状況に応じ，方法をアレンジしながら，効果的に研究をすすめることが大切であるこ

とを学びました。今後本研修では，各校の実践を交流し，学び合う予定です。実りの秋，各校の校内授業研究がます

ます充実したものになるよう，研修資料をアレンジしながら活用してみてください。  

広島市教育センター 

★今月のお勧め資料 
 授業研究に係る実践研修の

講師，村川教授の資料と吉島

中学校の資料を内部Webにupし

ています。各校の校内研修の

充実にお役立てください。 

 

 

 

 

 

 

保護者との信頼関係を深め

るコミュニケーション 
 １０月の特別セミナーは,親業訓

練インストラクター・教師学インス

トラクターの三上かおり先生を

講師にお迎えします。 

 「保護者との信頼関係を深めるコ

ミュニケーション」と題して,保護

者の理解と協力を得ていくためのコ

ミュニケーションの具体的な取り方

についてお話しいただきます。 

 保護者対応や学級懇

談会を充実させる方

法,話題などについて

演習を交えながら,体

験的に学んでいきま

す。ぜひ,ご参加くだ

さい。 

   
 吉島中学校では，研究主題の実現に向けて, 

授業評価表で協議会を焦点化し，教務通信で 

共有化が図れるよう工夫しています。 
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◆１ページ  
・研修の様子 
 （授業研究に係る実践研修） 

・学校の取組紹介 
  （吉島中学校） 

・今月のお勧め資料 
 （授業研究に係る実践研修） 

・土曜開館 
  特別セミナー案内  
◆２ページ 
・連載④「よりよいコ 
 ミュニケーションづ 
 くりの工夫」 
・言語活動の充実シ  
 リーズ『社会科編』 月号 

ｉｎｄｅｘ 

電話／ｆａｘでお申し込みください。 

日々につながる授業研究 を目指して 

 生徒指導の三機能を視点に，１８の項目で構成され

た本表を用いて，授業者は，授業のねらいを達成する

ための手だてを明確にします。また，参観者が生徒一

人一人の様子を見取る際に活用します。 

研究主題  

学ぶ意欲を高め，確かな学力の向上  （１年次） 

～生徒指導の三機能を生かした授業づくり～ 

授業研究会 

生徒指導の三機能を生かした授業評価表 

成果が参加者

自身の日々の授

業実践につなが

るように4段階

で自己評価して

います。 

事 前 授 業 を 行

い，次回の授業研

修会に向けての検

討をします。 

教務主任(研究主任）が発行

する通信が,授業研究と日々の授

業や次の授業研究をつなげ,学ん

だことを共有化しています。 

Ｐ 

Ａ 個人振り返り

シート 

Ｃ 

Ｄ 

土 曜 開 館 特 別 セ ミ ナ ー 

H26 7.30 授業研究に係る実践研修 

島

授業研修会に向

けての事前検討 
授業協議会 

授業評価表を

活用し，ワーク

ショップで協議

しています。 

焦 
点 

化 
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教務通信 Ａ 

日々の授業実践 



 

 

 

 １   海産物・食・イベント・景観などのテーマごとに，尾道市の 

 魅力について調べ，話し合う。 

 ●「見たい！食べたい！行ってみたい！」尾道市の魅力につい 

  て考えよう。 
   
 ２   空き家が増えていることを知り，尾道市でくらす人々の生活 

  について調べ，話し合う。 

 ●魅力いっぱいの尾道でなぜ空き家が増えているのだろう？   

【学習問題】なぜ，尾道市には多くの人が訪れるのだろうか。 子どもが意欲的に考える問いを作ろう。 

具体的な事実を基に話し合わせよう。 

 話し合いの途中で，「工夫・努力・安全・協力」等の

抽象的な言葉が出たら，教師が「例えば？」と問い返す

ことで，思考が深まります。 

 まとめでは，自分たちのまちづくりプランを考えるな

ど，自分の生活と関連させることで，子どもたちの思考

を促し，思考力や判断力などを高め，社会参画への意欲

や態度を形成させていきます。 

２ 

１ 

３ 

「言語活動の充実」
シリーズ④ 

 社会科編 

自分自身と関連させてまとめよう。 

   資料を根拠に,社会的事象の意味を解釈し，子どもが具体的な事実に基づいて説明したり，話し合ったり，書いたりする場を設

定 

 子どもが，具体的な事実に基づいて説明できるよう

にするためには，問いづくりが大切です。左の実践で

は，魅力いっぱいの尾道市という子どもの概念を，空

き家の多さでゆさぶることで，「なぜ？」「どうする

の？」と，子どもが学習に引き込まれていきます。 

動

    思考力・判断力・表現力の向上のために 

     単  元  の 主 な 学 習  活 指導 の ポイント！ 

中野小学校 脇坂 将城 教諭の実践より 

第４学年「特色ある地域の人々のくらし～尾道市でくらす人々

 ５  自分たちのまちの魅力や，今後のまちづくりについて考える。 

 ●自分たちが住んでいる町の魅力を考え，「わたしのまちづ 

    くりプラン」にまとめよう。 
 

 ３   「空き家プロジェクト」の取組を調べ，尾道市のまちづくり 

 について考 え，話し合う。  
 ●尾道市の人々は，この状況をどう改善したのだろう？ 
  
 ４   今までの学習を振り返り，尾道市に多くの人が訪れる理由に 

 ついて調べて分かったことを関連づけて考え，話し合う。 

 ●なぜ，尾道市には多くの人が訪れるのか，自分なりの考えを 

    まとめよう。 

                      「よりよいコミュニケーションづくりの工夫」 

  
 

 連載④   
全体の流れと見学するときの心構え 

を提示する 

我慢できない 

ときの対処法 

なども伝えて 

おくのが 

ポイント！！ 

 

見学者として 

の良い関わり方

の具体を伝える 

 更

に 

 今回は，通級指導教室の取組を紹介します。 

 これは，「手品の発表会」に参加するときの心構えについて指導された事例です。 

 多くの学校では，行事を行う前などに，子どもに見通しを持たせるための全体の流れ

の提示や心構え，良くない関わり方などを指導されているのではないでしょうか。 

 その際，事例のように，良くない理由を示すと，子どもにはとても分かりやすく

なります。更に，良い関わり方の具体，我慢できないときの対処法
なども事前に確認することにより，スムーズに行動でき，「うまくいった！！」と

いう成功体験を積み重ねやすくなります。 

井口明神小学校   

小早川 知代子 教諭 

の実践より 

良

く

な

い

例 

良くない理由 

心

構

え 

 教育センター内部Web
ページでは，子どものつま

ずきに応じた支援を探るた

めの資料を掲載していま

す。これまでに紹介した先

生方の取組も含め，市内の

先生方の実践の紹介もして

います。 


